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問 い 合 わ せ 先 

 骨肉腫および軟部肉腫由来の肺転移の再発 に関する研究のお知らせ 

 

帝京大学医学部附属病院では以下の研究を行います。 

本研究は、倫理委員会の審査を受け承認された後に、関連の研究倫理指針に従って実施されるものです。 

研究期間： 2021 年 9 月 9 日 ～    2022 年  3 月  31 日 

 

〔研究課題〕 骨肉腫および軟部肉腫肺転移切除における Time to incurable recurrence の有効性の検討 

〔研究目的〕 骨軟部領域悪性腫瘍の肺転移手術について、術後根治の指標として Time to incurable 

recurrence という概念を用いてその有効性を検討します。 

〔研究意義〕 骨肉腫および軟部肉腫肺転移の患者さんの中でも、一部の遠隔転移再発に対し肺切除術が行

われていますが、術後根治するかどうかの情報は不足しています。再発する肺転移に対して反復して手術を実

施することで最終的に根治する症例も存在しており、本研究の実施により、どのような特徴のある人がどれくら

いの割合で根治が得られるかという情報がわかることは大変重要です。 

〔対象・研究方法〕 本学がデータ収集機関であるレジストリ 「転移性肺腫瘍に対する肺切除症例データベース

作成のための多施設共同コホート研究」 に登録されている転移性肺腫瘍の患者さんのうち、1990 年 1 月 1 日 

～ 2014 年 12 月 31 日の間に軟骨肉腫もしくは骨肉腫による転移性肺腫瘍で肺切除術を施行された 20 歳以

上の患者さんについて、腫瘍の状態や手術状況に関するデータを栃木県立がんセンターに提供し、分析を行

います。 

〔研究機関名〕 帝京大学医学部附属病院 

レジストリに登録している医療機関は別表のとおりです。 

〔個人情報の取り扱い〕 

本研究で得られたすべてのデータは匿名化され、代表研究機関である栃木県立がんセンターに情報提供され

て解析されます。本学では、研究終了後に、代表研究機関に提出したデータセットのコピー等を倫理委員会事

務局に提出し、10 年保管後に廃棄します。対象患者さんがデータ使用拒否を申し出た場合、情報は速やかに

削除します。 

対象となる患者さんで、ご自身の検査結果などの研究への使用をご承諾いただけない場合や、研究について

より詳しい内容をお知りになりたい場合は、下記の問い合わせ先までご連絡下さい。 

ご協力よろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

研究責任者：氏名  山内良兼   職名 講師 

研究分担者：氏名  川村雅文   職名 主任教授 

坂尾幸則   職名 教授 

齋藤雄一   職名 准教授 

所属：医学部外科学講座 

住所：東京都板橋区加賀 2-11-1  TEL：03-3964-1211 （代表） 〔内線 33702〕 
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